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地域政策 ≪個性ある地域づくり≫ 

－松阪地域（本庁管内）の未来の姿－ 

 

 

 地域の現状 

松阪地域は、市総人口のおよそ 7 割を占

め、本市の経済の中心を担う地域です。地

域内は海岸部から山間部にわたって多様な

自然環境を有し、多くの地域資源を保有し

ています。 

かつては商工業を中心に発展してきまし

たが、現在では人口のドーナツ化現象とと

もに中心市街地も衰退してきているなかで、

新しいまちづくりが求められています。 

市民意識調査によると、市民の安全・安

心と雇用に関する政策へのニーズは前回調

査時から引き続いて高く、また中心市街地

整備に関する政策へのニーズが高くなって

います。 

松阪地域を取り巻く社会経済環境は、松阪牛という全国ブランドを除けば、相対

的に「中の上」「悪くもなく、とくに良いわけでもなく」というのが統計上の現状

です。このことから、市民感覚としても「それなりの安心感」や「危機感の無さ」

がうかがわれ、そのことが松阪地域全域の現況にもつながっているのではないかと

考えられます。 

 
 

 地域の課題 

○ 地域には歴史、文化、伝統、自然などにおいて活用できる地域の素材は多く存

在しているものの、それらをまとめていくキーワードがありません。 

○ また、世代や性を超えて「このまちに住んで良かった、このまちに住み続けた

い」という気持ちを起こさせるには、人々が持つ感性を大切にし、それをまち

づくりにつなげることです。ただ「感性」であるがゆえに実体として見えにく

いことから、たとえば市民カラーとして「色」で表したイメージ戦略などが必

要です。 

 

 

 

 

 

市民意識調査による松阪地域の市民ニーズ 

優先順位 政策の項目 

1 交通安全対策（3） 

2 雇用・勤労者対策（4） 

3 防災対策（2） 

4 防犯対策（1） 

5 市街地・拠点等の整備（17） 

6 商業の振興（18） 

7 公共交通の整備（9） 

8 保健・医療の推進（15） 

※重要度が高く、満足度が低い項目 

（ ）内は前回調査時の順位 
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地域政策 ≪個性ある地域づくり≫ 

－嬉野地域の未来の姿－ 

 

 

 地域の現状 

嬉野地域は、地域全体の人口は増加傾向

にありますが、宅地開発が進む伊勢中川駅

周辺では人口が増加している一方、中山間

地域では少子高齢化による人口減少が進ん

でいます。 

市民意識調査によると、市民の安全・安

心と雇用に関する政策へのニーズは前回調

査時から引き続いて高くなっています。ま

た、福祉に関する政策が高まっています。 

合併前の平成 7 年から旧嬉野町の施策と

してソフト事業に力を注いできました。と

くに、地域活性化「元気おこし」事業では、

多くの自治会が手作り作業によって景観づ

くりや地域交流活動を行うなど、それぞれが独自の文化や歴史を育むとともに、ま

ちづくりへの気運が高まったといえます。 

しかし、過疎・高齢化が進む宇気郷、中郷地区は中山間地域としての活性化事業

が必要である一方、中川地区では人口増加にともなって新しいまちづくりが求めら

れており、地区によってさまざまな課題が山積しています。 

 
 

 地域の課題 

○ 新しく嬉野地域に居住した人が多い中川地区では、向こう隣の人は知らないと

いう、人のつながりが弱く、また若い世代が多いので、「であい」と呼ばれる共

同作業等にも参加が少ない状況です。 

○ 宇気郷、中郷地区では、高齢者世帯が多く、生活面や福祉面での支援が必要と

なっています。また、獣害がひどく、作物をつくる意欲さえ失われているので、

対策が急務とされます。他の地区でも、若い世代の定住が課題であり、農業の

後継者不足が懸念されます。 

○ 住民協議会の設立協議が進むなか、地域住民が主体的・自主的に取り組めるよ

う、また既設の協議会にはよりスムーズな運営が図られるように、住民一人ひ

とりの意識改革が必要となっています。 

 

 

 

市民意識調査による嬉野地域の市民ニーズ 

優先順位 政策の項目 

1 防災対策（2） 

2 交通安全対策（3） 

3 雇用・勤労者対策（8） 

4 公共交通の整備（9） 

5 防犯対策（1） 

6 バリアフリー社会の推進（6） 

7 障がい者福祉の推進（10） 

8 児童・家庭福祉の推進（14） 

※重要度が高く、満足度が低い項目 

（ ）内は前回調査時の順位 
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地域政策 ≪個性ある地域づくり≫ 

－三雲地域の未来の姿－ 

 

 

 地域の現状 

三雲地域は、近年の宅地化にともなって、

人口が急激に増加しています。とくに市内

では唯一、子どもの人口が増加傾向にあり

ます。核家族世帯の増加とともに、地域に

おける子育ての環境やコミュニティの形成

など、地域のまちづくりの状況は変化して

います。 

市民意識調査によると、公共交通の整備

へのニーズが最も高く、市民の安全・安心

に関する政策も高くなっています。また、

健康や子育てに関する政策のニーズも高ま

っています。 

地域内の平坦な農地では、イチジクをは

じめ多様な作物が生産されており、また、海のアオサノリは高い評価を受けていま

す。一方、宅地化による農地の減少が著しく、農地が持つ遊水機能の低下による浸

水被害が懸念されています。 

また、松浦武四郎や伊勢街道などの歴史・文化遺産の保全や、碧川や海岸等の自

然環境といった地域の特性をもとにした住民活動の展開など、地域でできることは

地域で計画し、提案、実行しようとする意識が高まりつつあります。 

 

 

 地域の課題 

○ 住民の自主的な活動による地域づくりを目指すには、住民に対する一層の支援

が必要です。 

○ 幼児園や学童保育など、さまざまな子育て支援や、子育てに関する情報を発信

するとともに、地域社会全体で子どもを守り育てるための仕組みづくりが必要

です。 

○ 地域住民との対話を通じて土地利用計画の形成を図るとともに、土地利用計画

と連動した農地の保全や漁業環境の整備など、農水産業への支援が必要です。 

○ 公共交通が不足している状況にあるため、新たな地域公共交通を求める声が高

まっています。 

 

 

市民意識調査による三雲地域の市民ニーズ 

優先順位 政策の項目 

1 公共交通の整備（7） 

2 保健・医療の推進（11） 

3 防災対策（2） 

4 交通安全対策（4） 

5 防犯対策（3） 

6 雇用・勤労者対策（8） 

7 道路・港湾等の整備（10） 

8 児童・家庭福祉の推進（15） 

※重要度が高く、満足度が低い項目 

（ ）内は前回調査時の順位 
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地域政策 ≪個性ある地域づくり≫ 

－飯南地域の未来の姿－ 

 

 

 地域の現状 

飯南地域は、87%を森林が占めている中

山間地域であり、少子高齢化等によって過

疎化が進んでいます。少子高齢化の進展や

若者の都市部への流出により地域の活力の

低下が顕著で、その傾向は年々大きくなっ

ています。そのため、将来において、人と

人とのつながりや地域における連帯感がま

すます希薄化し、地域コミュニティの中で

醸成されるべき相互秩序の機能が十分働か

なくなることが危惧されています。 

また、基幹産業である林業や茶業は、従

事者の高齢化や獣害等による生産性の低下

が深刻化しています。 

市民意識調査によると、少子化と働く世代の減少にともなって、雇用に関する政

策へのニーズが依然として高い状況にあります。また、高齢化が進むなかで、公共

交通や健康へのニーズも高まっています。 

 

 

 地域の課題 

○ 高齢者に対する支援、防災・防犯など住民生活に直結する問題については、住

民が互いに協力し、助けあいながら、地域自らの手で解決していくことが求め

られていますが、その中心的役割を担うべき若者の都市部への流出を食い止め

るとともに、地域外から若者を呼び込み、この地で定住できるような体制づく

りが必要です。 

○ 農林業従事者の高齢化は耕作放棄地の増加や森林の荒廃へとつながり、また増

加する獣害とあわせて、生産性の低下と従事者の減少が懸念されていることか

ら、これらの課題への対応が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

市民意識調査による飯南地域の市民ニーズ 

優先順位 政策の項目 

1 雇用・勤労者対策（1） 

2 公共交通の整備（5） 

3 保健・医療の推進（6） 

4 商業の振興（21） 

5 防災対策（3） 

6 交通安全対策（9） 

7 自然環境の保全（11） 

8 市街地・拠点等の整備（22） 

※重要度が高く、満足度が低い項目 

（ ）内は前回調査時の順位 
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高齢化によ
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ます。 
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地域の活性
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未来の姿 
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地域政策 ≪個性ある地域づくり≫ 

－飯高地域の未来の姿－ 

 

 

 地域の現状 

飯高地域は、市域の 3 分の 1 を占める広

大な面積を有し、その 95%が森林という典

型的な中山間地域で、少子高齢化、産業構

造の変化にともない、とくに林業、農業、

建設業の衰退で地域社会の活力が極端に低

下しています。 

また、かつての台風による被害を教訓に、

災害に強い安全なまちづくりを目指し、防

災、治山治水事業、道路整備、情報の伝達

施設等の整備に精力的に取り組んできまし

たが、まだ万全ではありません。福祉医療

関係では、救急医療や高齢者等の交通手段

の問題が深刻化しています。 

先人が守ってきた森林は荒廃が進み、農地は後継者不足や獣害被害により、耕作

放棄地が多々みられるようになってきました。ひいては、集落維持にも支障をきた

し、消滅の危機にもなっています。 

市民意識調査によると、少子化と働く世代の減少にともなって、雇用に関する政

策へのニーズが依然として高い状況にあります。また、高齢化が進むなかで、公共

交通や健康へのニーズも高まっています。 

 

 

 地域の課題 

○ 地域の魅力を生かし、生きいきと暮らしていくためには、住民協議会の充実、

高齢者等の生きがいづくり、歴史・文化・豊かな自然等の次世代への継承等の

ため地域力の育成が必要であるとともに、地域資源の活用による地域振興と働

く場の確保も必要です。 

○ 健やかで安心して暮らせる地域を確立するために、生活基盤の整備が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

市民意識調査による飯高地域の市民ニーズ 

優先順位 政策の項目 

1 雇用・勤労者対策（1） 

2 公共交通の整備（5） 

3 保健・医療の推進（6） 

4 商業の振興（21） 

5 高齢者福祉の推進（3） 

6 農林水産業の振興（9） 

7 障がい者福祉の推進（11） 

8 防災対策（22） 

※重要度が高く、満足度が低い項目 

（ ）内は前回調査時の順位 
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